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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

市民意識調査 

市民における男女共同参画に関する現状や意識・考え方等を把握し、男女共同参画施策を推進

するための基礎的資料とする。 

事業所調査 

市内事業所における男女共同参画に関する現状や意識・考え方等を把握し、男女共同参画施策

を推進するための基礎的資料とする。 

 

２ 調査の設計 

市民意識調査 

（１）調査地域  相模原市全域 

（２）調査対象  相模原市に在住する１８歳以上の男女個人(外国人を含む) 

（３）標 本 数  １３，０００人 

（４）抽出方法  住民基本台帳より無作為抽出 

（５）調査方法  ＷＥＢ・郵便調査法（回答者は無記名） 

         ※調査への協力依頼とＷＥＢ回答フォームのＱＲコードを載せたハガキを郵送

し、自身のＰＣ、タブレット、スマートフォンから回答を入力する。 

         ※ ＷＥＢ回答が困難な方は、郵送した紙の調査票により、回答する。 

（６）調査期間  令和５年２月７日～２８日 

事業所調査 

（１）調査地域  相模原市全域 

（２）調査対象  おおむね従業員１０人以上の市内事業所 

（３）標本数   ７６２事業所 

（４）抽出方法  相模原商工会議所、城山商工会、津久井商工会、相模湖商工会、藤野商工会に 

対象事業所の抽出を依頼 

（５）調査方法  郵便調査法（回答者は無記名） 

（６）調査期間  令和５年３月６日～２０日 

 

３ 回収結果 

市民意識調査 １，２８４人（回収率  ９．９％） 

事業所調査  ２７１事業所（回収率 ３５．６％） 

 

４ この報告書の見方 

（１）集計は小数第２位を四捨五入して算出した。従って、回答率を合計しても１００％にならず、

１％の範囲で増減することがある。 

（２）回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数ｎとして算出した。したがって、複数回答の

設問は、すべての比率を合計すると１００％を超えることがある。 

（３）市民意識調査では、性別（男性・女性）にクロス集計した結果の図表を掲載しているが、性

別をたずねる質問でその他を選択した人については掲載していない。そのため、男性のｎと女

性のｎの合計は総数とは一致しない。 
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５－１ 回答者の基本属性（市民意識調査） 

 

 

（１）性別               （２）年齢 

 

 

 

（３）性・年齢 

 

 男性 女性 

 基数 構成

比(%) 

基数 構成

比(%) 

18～19 歳 7 1.2 7 1.0 

20～29 歳 42 7.2 59 8.6 

30～39 歳 78 13.3 106 15.5 

40～49 歳 71 12.1 156 22.7 

50～59 歳 120 20.5 176 25.7 

60～69 歳 118 20.1 117 17.1 

70～79 歳 113 19.3 50 7.3 

80 歳以上 37 6.3 15 2.2 

合計 586 100 686 100 

 

 

 

 

 

 

 

18～19歳

1.1%

20～29歳

8.0%

30～39歳

14.5%

40～49歳

18.0%

50～59歳

23.2%

60～69歳

18.5%

70～79歳

12.7%

80歳以上

4.0%

男性

45.6%女性

53.4%

その他

0.9%

2.2%

7.3%

17.1%

25.7%

22.7%

15.5%

8.6%

1.0%

6.3%

19.3%

20.1%

20.5%

12.1%

13.3%

7.2%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

80歳以上

70～79歳

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

男性

女性
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（４）職業 

 

 

 

 

（５）結婚の有無（事実婚、パートナーシップ宣誓を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 女性 

基数 構成

比(%) 

基数 構成

比(%) 

正規の社員 253 43.2 172 25.1 

パート・アルバイト 50 8.5 177 25.8 

派遣・嘱託・契約・

非常勤 
57 9.7 54 7.9 

会社役員・経営者 20 3.4 9 1.3 

自営業・家族従業

（法人以外） 
41 7.0 32 4.7 

家事専業 0 0 160 23.3 

学生 22 3.8 23 3.4 

無職 132 22.5 49 7.1 

その他 11 1.9 10 1.5 

合計 586 100 686 100 

 男性 女性 

基数 構成

比(%) 

基数 構成

比(%) 

結婚している（配偶者

やパートナーと同居） 
410 70.0 498 72.6 

結婚している（配偶者

やパートナーと別居） 
9 1.5 15 2.2 

結婚していない（離

別、死別、シングル） 
167 28.5 173 25.2 

合計 586 100 686 100 

正規の社員

33.3%

パート・

アルバイト

17.8%

派遣・嘱託・契約・

非常勤

8.7%

会社役員・

経営者

2.3%

自営業・家族従業

（法人以外）

5.7%

家事専業

12.5%

学生

3.5%

無職

14.5%

その他

1.7%

結婚している

（配偶者や

パートナーと

同居）

71.0%

結婚している

（配偶者やパートナー

と同居していない）

1.9%

結婚して

いない

（離別、死別、

シングル）

27.2%
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（６）パートナーの就労状況        （７）パートナーの職業 

 

 

                         

 

 

（８）子どもの有無               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 男性 女性 

基数 構成比(%) 基数 構成比(%) 

いない 210 35.8 182 26.5 

就学前の子どもがいる 47 8.0 102 14.9 

小学生の子どもがいる 51 8.7 89 13.0 

中学生の子どもがいる 25 4.3 66 9.6 

高校生または１６歳以上の子どもがいる 292 49.8 343 50.0 

合計 586 100 686 100 

就労して

いる

73.9%

就労して

いない

26.1%

正規の社員

56.3%

パート・

アルバイト

19.0%

派遣・嘱託・

契約・非常勤

9.7%

会社役員・

経営者

4.9%

自営業・家族従

業（法人以外）

8.7%

家事専業

0.6%
学生

0.0%

無職

0.7%
その他

0.1%

49.6%

7.1%

10.9%

11.7%

31.2%

高校生または１６歳以上の

子どもがいる

中学生の子どもがいる

小学生の子どもがいる

就学前の子どもがいる

いない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

（ｎ=691） （ｎ=935） 



- 5 - 
 

５－２ 回答者の基本属性（事業所調査） 

 

 

（１）業種 

 

 基数 構成比(%)  基数 構成比(%) 

建設業 42  15.5  不動産業、物品賃貸業 5  1.8  

製造業 102  37.6  宿泊業、飲食サービス業 4  1.5  

電気・ガス・熱供給・ 

水道業 
2  0.7  生活関連サービス業、 

娯楽業 
2  0.7  

情報通信業 6  2.2  教育、学習支援業 2  0.7  

運輸業 17  6.3  その他サービス業 26  9.6  

卸売業、小売業 23  8.5  その他 22  8.1  

金融業、保険業 12  4.4  無回答 6  2.2  

   合計 271 100  

 

 

 

 

 

2.2%

8.1%

9.6%

0.7%

0.7%

1.5%

1.8%

4.4%

8.5%

6.3%

2.2%

0.7%

37.6%

15.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

その他サービス業

教育、学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

不動産業、物品賃貸業

金融業、保険業

卸売業、小売業

運輸業

情報通信業

電気・ガス・熱供給・水道業

製造業

建設業

（ｎ＝271） 
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（２）単独・本所・支所の別          （３）企業全体の従業員規模 

 

 

 

 

 

  （４）全正規従業員数            （５）女性の全正規従業員数の比率 
 
※正規の従業員・職員…本調査においては、フルタイムで、 

無期の労働契約により雇用される 
労働者とする。 
正社員、正規職員など。 

 

 

 

単独事業所

43.9%

本所（本社・

本店）

31.0%

支所（支

社・支店・

営業所等）

24.0%

無回答

1.1%

9人以下

11.1%

10～30人

35.4%

31～50人

14.8%

51～

100人

10.0%

101～300人

11.4%

301人以上

17.0%

無回答

0.4%

9人以下

25.8%

10～30人

42.8%

31～50人

12.9%

51～100人

10.3%

101～300人

4.4%

301人以上

2.2%
無回答

1.5% 0%

10.7%

1～19％

38.4%
20～39％

26.2%

40～59％

13.7%

60～79％

5.9%

80～

100％

3.7%

無回答

1.5%

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 
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（６）正規従業員の平均年齢         （７）女性の正規従業員の平均年齢 

 

 

 

 

 

（８）正規従業員の平均勤続年数     （９）女性の正規従業員の平均勤続年数 

 

 

 

 

 

 

29歳以下

1.1%
30～34歳

4.4%

35～39歳

13.7%

40～44歳

24.4%

45～49歳

25.5%

50～54歳

17.7%

55～59歳

4.4%

60歳以上

2.6%

無回答

6.3%

29歳以下

2.2%

30～34歳

8.1%

35～39歳

11.8%

40～44歳

18.8%

45～49歳

14.4%

50～54歳

16.2%

55～59歳

7.7%

60歳以上

5.2%

無回答

6.3%
女性正

社員は

いない

9.2%

5年以下

9.6%

6～10年

32.2%

11～15年

25.9%

16～20年

11.9%

21～25年

6.7%

26年以上

3.0%
無回答

8.1%
5年以下

20.0%

6～10年

25.2%

11～15年

18.1%

16～20年

11.9%

21～25年

3.0%

26年以上

3.7%

無回答

8.1%

女性正社員はいない

10.0%

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 
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（10）正規従業員の新規採用者数     （11）女性の正規従業員の新規採用者数 

 

 

 

 

（12）全非正規従業者数            （13）女性の非正規従業者数の比率 
 

※非正規の従業員・職員…本調査においては、（４）の 
正規の従業員・職員に該当しない 
従業員とする。 
パートタイマー、アルバイト、 
契約社員、嘱託社員など。 

 

 

 

０人

53.9%

１人

14.4%

２人

7.7%

３人

4.4%

４人

3.3%

５～９人

7.0%

10～14人

5.2% 15人以上

3.0%

無回答

1.1%

０人

71.2%

１人

12.2%

２人

5.5%

３人

1.5%

４人

2.6%

５～９人

2.2%

10～14人

1.8%

15人以上

1.8%
無回答

1.1%

0人

11.4%

1～4人

36.5%

5～10人

12.9%

11～30人

11.1%

31～50

人

4.4%

51人以上

9.6%

無回答

14.0% 0～19％

27.3%

20～39％

7.7%

40～59％

8.1%

60～79％

14.0%

80～100％

28.8%

無回答

14.0%

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 
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（14）全派遣労働者数            （15）女性の派遣労働者数の比率 

 

 

 

 

※（３）～（15）は、令和４年４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0人

52.8%

1～4人

8.9%

5～10人

3.0%

11～30人

2.6%

31～50人

1.1%

51人以上

3.0%

無回答

28.8%

0～19％

59.4%

20～39％

2.2%

40～59％

3.7%

60～79％

1.5%

80～

100％

4.4%

無回答

28.8%

（ｎ＝271） （ｎ＝271） 
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Ⅱ 男女共同参画に関する市民意識調査 

 

 

１ 性別による役割分担や地位などに関する意識について 

 

 

問１ （１）～（５）それぞれの場所や言葉の意味・内容をご存知ですか。（○はそれぞれ１つ） 

 

 

＜全体＞ 

 

 

  (※１)ＬＧＢＴ・・・性的マイノリティ（性的少数者）のうち、代表的な「レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェ
ンダー」の４つの頭文字をとった総称。 

(※２)ＳＯＧＩ・・・性的指向（恋愛感情や性的な関心をもつ相手の性）と性自認（自分で認識している自分自身の性）の英語の

頭文字をとった言葉。「ソジ」または「ソギ」と読む。性的指向や性自認が多数派の人、少数派の人を含む

全ての人について使用することができる概念。 

 

【結果】 

男女共同参画に関する５項目の言葉の意味や内容の認知度を聞いたところ、「知っている」が最

も高いのは、（２）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）(91.7％)、次いで、（４）ＬＧＢＴ(80.8％)

の順となっており、いずれも８割を超えている。 

 

12.9%

80.8%

62.5%

91.7%

27.3%

12.4%

12.8%

12.4%

6.0%

30.4%

73.9%

5.5%

24.2%

1.5%

41.4%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

（５）ＳＯＧＩ（※２）

（４）ＬＧＢＴ（※１）

（３）デートＤＶ（交際

相手間で起こる暴力）

（２）ドメスティック・

バイオレンス（ＤＶ）

（１）ソレイユさがみ

（相模原市立男女共同

参画推進センター）

知っている 見たり聞いたりしたことはある 知らない 無回答

（ｎ＝1,284） 
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＜性別＞ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）デートＤＶ（交際相手間で起こる暴力） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）ＬＧＢＴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）ＳＯＧＩ 

 

 

 

 

 

24.1%

30.2%

24.7%

35.4%

50.0%

33.7%

1.2%

0.7%

男性(ｎ=586)

女性(ｎ=686)

知っている 見たり聞いたことはある 知らない 無回答

（１）ソレイユさがみ（相模原市立男女共同参画推進センター） 

79.7%

82.1%

13.1%

12.4%

6.3%

4.5%

0.9%

1.0%

男性(ｎ=586)

女性(ｎ=686)

14.2%

11.5%

10.9%

13.6%

73.9%

74.2%

1.0%

0.7%

男性(ｎ=586)

女性(ｎ=686)

56.3%

67.8%

12.8%

12.1%

30.0%

19.2%

0.9%

0.9%

男性(ｎ=586)

女性(ｎ=686)

90.4%

92.6%

6.7%

5.5%

2.0%

1.0%

0.9%

0.9%

男性(ｎ=586)

女性(ｎ=686)
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問２ （１）～（６）それぞれの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

男女の平等感について６項目に分けて聞いたところ、「男性の方が優遇」と「どちらかといえば男

性優遇」を合わせた『男性優遇派（計）』が高いのは、（６）政治の場(90.0％)、（５）社会通念、習慣、

しきたりなど(82.2％)の順で、いずれも８割を超えており、次いで、（２）職場環境(66.1％)の順となっ

ている。「女性の方が優遇」と「どちらかといえば女性優遇」を合わせた『女性優遇派（計）』が最

も高いのは、（１）家庭生活(9.5％)となっている。 

また、「平等」が最も高いのは、（３）学校教育(69.3％)となっている。 

男性 

優遇派 

（計） 

女性 

優遇派 

（計） 

64.1% 9.5% 

66.1% 7.4% 

23.0% 5.2% 

58.0% 7.0% 

82.2% 3.8% 

90.0% 1.5% 
57.2%

29.9%

16.0%

4.9%

22.9%

14.6%

32.8%

52.3%

42.0%

18.1%

43.2%

49.5%

7.3%

12.5%

32.4%

69.3%

24.1%

25.5%

0.8%

2.8%

5.8%

4.3%

5.6%

6.9%

0.7%

1.0%

1.2%

0.9%

1.8%

2.6%

1.2%

1.4%

2.5%

2.6%

2.3%

0.8%

（６）政治の場

（５）社会通念、

習慣、しきたり

など

（４）地域社会

（自治会、ＮＰＯ

など）

（３）学校教育

（２）職場環境

（１）家庭生活

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

無回答

男性優遇派（計） 

女性優遇派（計） 

（ｎ＝1,284） 




